
Z241-003 会場: 101A 時間: 5月 19日 11:15-11:30

ASTERデータを利用した塩類化土壌分布の評価

Evaluation of salinity soils using ASTER data
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タクラマカン沙漠における荒漠化は、流砂や風食により進行している沙漠化地域や、上・中流域での過剰な水利用に
伴う塩類集積等、地域によって異なる。地域によって異なる沙漠化の要因を解明し、それぞれの要因に応じた防止対策
が求められている。筆者らは、タクラマカン沙漠の北縁と南縁に位置するオアシスを対象に、1960年代に観測された
CORONAの画像や 2000年代に観測された ASTERや LANDSAT の画像を用いて、植生域の変化の把握を行ってきた。
その結果、タクラマカン沙漠の南縁に位置するオアシスでは、風食等による沙漠化が進行している地域が認められてい
るものの、北縁に位置するアクス等のオアシスでは、灌漑農地の開拓により、植生域が増加している傾向を確認してい
る。しかし、アクス周辺のオアシスでは、植生域が減少している地域も認められており、塩類集積等による荒漠化がそ
の原因と考えられている。
本研究は、タクラマカン沙漠において、土壌塩類化により荒漠化した地域を評価すると共に、要因を解明し、その解

決策を提言することを最終的な目標としている。本研究では、衛星データから土壌塩類化地域を評価する手法の開発を
目指した結果、可視域から熱赤外域までの波長で観測が可能な ASTERデータを用いることで、塩害地域を評価できる可
能性を示すことができた。
対象地域は、タクラマカン沙漠の北縁のアクス周辺のオアシスに着目した。アクス周辺では、灌漑農地の開発が進め

られており、植生域が増えているが、過剰な水利用等により、塩類集積が生じていることが報告されている。利用する
ASTERデータにおいても、VNIR のフォールスカラー画像の目視判読から、農地の下流域側に塩類が集積していると推
測される地域が白色で表示されている。1960年代に観測された CORONAと 2001年に観測された ASTERの画像比較か
ら、塩害等により、荒漠している地域があることが判っている。
使用データは、可視域と中間赤外の波長域の利用では、ASTERの 2b05の地表面反射率のプロダクトを利用した。熱

赤外では、ASTERの 2B03の地表面温度のデータを用いた。
現地調査による塩害地域の土壌サンプルからは、土壌水分が高いサンプルと低いサンプルに分けられることが判って

おり、衛星データから塩害地域を抽出する際には、その要因も異なることから、分けて抽出する必要がある。以下に、2
つの土壌の特徴に関して、詳述する。

1.土壌水分が高い土壌
　地表面が湿っており、表層に塩分が析出している傾向にある。塩分濃度が高くなるにつれ、表層が白色化し、衛星

データのフォールスカラー画像上において、白色で表示されている地域は、主に土壌水分が高い上、塩分濃度が高い地
域であることが分かっている。

2.土壌水分が低い土壌
　地表面が固形化しており、非常に土壌水分が低い状況にある。土壌の色は、茶褐色系の色の場合が多く、塩分濃度が

高い地域は、土壌と塩分が混在し、固結化している。
本研究では、土壌水分の違いによって、2つの塩害地域に分けられることから、土壌水分の違いを ASTERの地表面温

度のデータを用いて判別することとした。具体的には、塩害地域を抽出する際に、予め地表面温度の情報を用いて、土
壌のタイプを分けてから、可視域から中間赤外のデータを用いて塩害地域を評価する手法を開発した。その結果、2つの
土壌タイプを明確に分けることが可能となり、それぞれの塩害地域に対する対策にも有用な情報となるものと考えてい
る。今後は、更なる現地調査を実施し、判別結果の評価を行って行く予定である。


